
　みなさん、こんにちは。大島社協ボランティアセンターです。
　さて、センターで12月より毎週発行しておりますこの「かわら版」は、こ
の４月から不定期発行となります。今後も随時、皆さまへの情報提供を
目的に紙面を作ります。ぜひご一読ください。
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　社協では、昨年の土砂災害以降、島内外から多くのご支援、ご
協力をいただきながら、災害復旧活動はじめ、ボランティアセンタ
ーでの各種の取り組みを行ってまいりました。
　今後も災害に遭われた方々はもちろんのこと、少なからず被害を
受けた全ての島民の方々が、それぞれの生活を取り戻せるよう、ま
た、元気に、笑顔でいられるように、常に島民に寄り添った活動に
取り組むよう、専任の職員（生活支援相談員）を２名配置します。
　生活支援相談員は、応急仮設住宅や元町・泉津・岡田などの被
災された方々への巡回訪問等により、様々なご相談をお受けし、地
域のみなさまや、島内外のボランティア・ＮＰＯ等と協力しながら活
動します。お困り事や心配ごとなどお気軽にご相談ください。

大島社協ボランティアセンター

開所時間 / 8：30～17：15
土日・祝祭日は休み
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生活支援相談員を配置します



　３月２９日の土曜日、天候にも恵まれ、今回で１０回目になる「伊
豆大島ウルトラランニング」が開催されました。多くのランナーが
大島を走りながら、大島の魅力を味わって帰っていきました。
　９９５人と言う多数の参加申し込みがあった「第１０回伊豆大
島ウルトラランニング」、４９，１９５ｋｍのフルマラソンを初め、
５０ｋｍ、１００ｋｍとい
う３週類のコースが用意さ
れていました。コースの沿
道では、今回も大島の方々
の沢山の応援があり、ラン
ナーからは「疲れたけれど
楽しかった」、「本当に沢山
の方々の応援があり、どう
にか完走する事が出来まし
た」と充実した一日を過ご
されたという声を聞くことが
出来ました。
　今回の「伊豆大島ウルトラランニング」では、島外からも３０人
前後のボランティアの方々が駆けつけてくださり、大会運営のお手
伝いなどをして頂いたようです。中には昨年の災害時にボランティ
アとして大島にきてくれた方々もいました。また、ランナーの中に
もボランティアに来てくれた方々の沢山の姿が・・・
　昨年の災害後、初の「伊豆大島ウルトラランニング」ということ
もあり、コース後半の元町地区の大金沢を通る際、足を止め、三
原山に向かい手を合わせてくださっていた参加者の姿が印象的でし
た。
　ありがとうございました。

第１０回
伊豆大島ウルトラランニング


